
令和５年度 第２回 神戸中学校学校運営協議会 実施報告書 

 

１ 日 時  令和５年６月３日（金）１５：００～１６：３０ 

 

２ 場 所  神戸中学校会議室 

 

３ 出席者  委員：是枝德義，兼丸良政，白塚山隆彦，北村 武，林佳代子， 

河北瑞希，生駒明子，片岡裕明（学校長） 

       学校教職員：市川泰（教頭），樋口智己（教頭）， 

青木有紀（教務主任），野呂健吾（生徒会担当） 

 

４ あいさつ（委員長） 

 ６月も最後、７月２週間で夏休みに入る。１学期の事故等はあまり聞いていない。生 

徒の皆さんは夏休みを楽しみにしていることと思う。心身ともに成長してもらいたい。 

 

５ 報告 

学校や生徒の様子について 

   学校だより…災害に備えて、緊急地震速報が流れたときの生徒の様子。中学生も 

しっかり避難できることに驚いた。プールについても清掃し、現在水泳の授業を行っ 

ている。 

 

６ 生徒会役員との意見交換（概要） 

 （生徒）前期の生徒会では校則を見直す機会を設けた。今は試行期間で、改定に向けて 

取り組んでいる。また、挨拶運動を実施している。体育祭に向けて、種目決め 

を進めているところ。今後は、いじめ防止動画を作成したい。 

 

・これだけ暑いのに、長そでを着ている。暑くないのか？「ださい」と言っている子ども

たちもいるが？ 

（生徒）ださいとは思わないが、日焼けが嫌。 

・自転車のサドルが高すぎると思う。足の長さと高さが合っていない。今の２年生も去年

の３学期から高くなりだした。高い方が「かっこいい」と言うが、命に関わることなの

で、どこかのタイミングで伝えてほしい。 

・自転車小屋の混雑は解消したか？自転車を置く幅、狭いと思わないか？ 

（生徒）行き帰りの交錯があるので、ペダルでケガをすることがある。 

（生徒）全学年が一斉に帰ることはあまりないので、気にならない。 

・みなさんは親が自分の価値観と違ったら、親の言うことを聞くのか？ 

（生徒）親が納得できる理由をあげてきたら、それに従う。 

・みなさんは、学校の出来事を親に話すのか？できるだけ話してほしい。 

・マスクの着脱について問題はあるか？給食の時は？ 

（生徒）あまりない。みんな前を向いて食べている。 



・通学路で「ここが危ない」と思うところはあるか？ 

（生徒）高岡橋を渡って左に曲がって上がっていくときに、道がでこぼこしていて上が 

りにくい。 

（生徒）前までは神戸の踏切が狭かったが、今は広くなったので安全になった。 

（生徒）もともと車が多く通る道なので、大丈夫です。 

・給食の時間が短いと聞いたがどうか？食べる時間はどれくらいか？ 

（生徒）４時間目に移動教室があると忙しいとは思う。１５分くらい。 

・今ある校則で変えてほしいことは？ 

（生徒）整髪料やヘアアイロンを使いたいという女子の声はある。髪のクセが強いので、

整髪料を許可してほしい。 

・２年生は生徒会役員を引き続きやりたいか？ 

（生徒）僕はやりたい。 

（生徒）新チームになったときにキャプテンをやりたい。両立は難しいとおもうので、部 

活で今の経験を活かしたい。 

・生徒会活動をやっていると自分の思いや考えをまとめることや挨拶が上手になる。 

・みんなが来たい学校ってどんな学校か？ 

（生徒）クラスにみんながなじめるような学校。 

(生徒)学校に来ていない子の、学校に来られない原因を取り除いてあげたい。みんなで 

そろって卒業したい。 

・生徒会役員をやる前とやってからのメリットは何か？ 

（生徒）やる前は時と場合と場所を考えずに行動していたが、やってからは自覚が出て 

きた。４人の中から選ばれたので、信頼されているという自信が持てた。 

（生徒）やる前はふざけてしまうタイプだったが、役員になって、校則を変えることの大 

変さを知った。また、みんなからの信頼を得た。 

（生徒）前回できなかったことをやりたかった。挨拶だけはしっかりやりたかった。 

（生徒）校則を変えることができてよかった。 

（生徒）やる前は他クラスの子と話す機会がなかったが、しゃべる機会が増えた。 

・最後に地域の方に聞きたいことはあるか？ 

（生徒）秩序のある自由を作りたかった。そのためには、まず「守る」ことが必要。でも 

みんなからはそれが見えない。どうやったらまとめられるのか？ 

（委員）本当の自由って何？自分たちが掲げたものをみんなに伝えていく。半年間では

難しいことは，次の人につなげていってほしい。自分たちが気付かないが、自由

にさせてもらっていることもたくさんある。それに感謝しながら、次にステッ

プアップしていくことが大切。子どもたちの付き合い方が大人にとっては難し

い。今の子がこんな風に付き合いをしているのだということを教えてほしい。 

（委員）魅力的な言葉を役員さんは言ってくれた。短くてわかりやすかった。 

 

 

 

 



４ 協議 

 ・校区学校運営協議会について 

  第２回の交流会を実施したい。テーマは昨年度、「あいさつ」、「交通安全」、「家庭学習」、

「子どもの健康」だったが、今年は、「防災」を入れてほしいという片岡校長より要望

があった。他にテーマとして取り上げたいことは？ 

（委員）テーマを決めるとそれ以外は話せない雰囲気になるので、まずは情報交換。 

    防災については、心配なことがたくさん起きている。不安に思っていることもあ 

るから聞きたい。 

（校長）11 月 14 日（火）16：00～を予定している。（10 月の代替として）小学校では引

き渡し訓練があるが、中学校ではしていない。６月２日の大雨警報の際，２年生が

社会見学に行ったため、早くに下校させることができなかった。迎えの車で駐車

場が混雑した。今後、パニックになることを減らすためにも、地域の方も含めて実

施について検討したい。 

（委員）家庭訪問はあったのか？ 

（教頭）これまでは、家の所在を確認するための家庭訪問を実施していたが、授業確保の

ため、取りやめた。 

（委員）小学校、中学校の避難ポリシーが別々だと家庭としては困る。校区で対応を統一

しておいた方がよい。実際起こった場合は、市の災害対策本部の指示に従う。 

（委員）通学路の危険箇所は、どのように学校が知るのか？ 

（校長）必ずしも連絡がもらえるとは限らないが、時々いただく。 

（教頭）今日は、通学路を管理職で見回り、確認した。 

（委員）小学校のパトロール隊が中学生まで注意する必要があるのかという意見もある

が、これまでも暗黙の了解で中学生も見守っていたし、規約にも掲載されている。

中学校でもパトロール隊を募集したが希望者がいなかった。何か良い形はない

か？人を集めるのは大変だが，今ある組織（運営委員会やＰＴＡ）を活かせない

か。 

（委員）ＰＴＡからそのような要望はないのに、する必要はないと思う。 

（委員）中学生への注意の仕方はとても難しい。 

（委員）自分たちが良かれと思ってやったことが、子どもたちのためになっていないこ

ともある。 

（委員）今問題になるのは、小中で通学路の重なり。どこで重なるのかを探り、対応して

いったらどうか。 

（委員）夏休みに河曲小の体育館が工事に入る。迂回路ができるはずなので、パトロール

がしにくくなる。 

（委員）学校の先生方も協力してほしい。 

（委員）ブロック塀がひび割れているところがあり、危険。 

（委員）個人の財産のため、こちらは何もできない。程度はひどければ管轄している部署

が対応してくれるが、余程ひどくない限り難しい。 

（委員）テーマは、「防災」と「子どもの様子（情報共有）」でどうか。 

 



５ その他 

（１）危険箇所について 

  （委員）生徒からの意見（高岡）は入っているか？－入っている。 

  （委員）須賀の「か」の字が違う。－河曲小に伝えておく。 

（２）今後の主な日程について 

   ①中体連地区大会 ７月８日（土）野球、ソフトボールから始まる 

   ②学校閉校日 ８月１４、１５、１６日 

   ③夏季登校日 ８月１８日（金） 

   ④学校運営協議会委員授業参観期間 ７月３日（月）～ 

     １年生の学年通信を参考に、お越しいただきたい。 

   ⑤教育講演会 ８月１８日（金）１３：３０～ 

保護者、学校運営協議会の委員さんも参加可能できる。参加希望の場合は、 

中学校へ連絡してほしい。 

   ⑥「コミュニティ・スクールに関する意識調査結果概要」配付 

   ⑦令和５年度学校要覧 

   ⑧７月２１、２２日神戸中、河曲小草刈り 

（３）第３回 ９月１５日（金）１８：００～ 

    船戸弘美さん（新委員） 


